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１．業務目的 

太陽光パネルによる反射光の影響範囲をシミュレーション計算する。 

シミュレーションは、「太陽光発電の環境配慮ガイドライン」（令和 2年 3月、環境省）に基づ

き実施する1。 

２．業務内容 

(1) 計画準備

発注者との打合せにより業務目的及び事業内容を確認し、予測条件の設定等の準備を行う。

(2) 地形データ及びアレイ群データの入力

設計図面及び基盤地図情報（国土地理院）のデータをもとに、予測範囲の標高を 50m メッシ

ュで整理し、予測システムに入力する。 

また、アレイ群の位置を予測システムに入力する。 

(3) 可視領域図の作成

入力したデータをもとに、アレイ群が視認できる範囲を示す可視領域図を作成する。

(4) 現地確認

現地において、可視領域図がおおむね実際と合っているかについて確認を行う。また、アレ

イ群の見え方について写真撮影により確認を行う。

(5) 反射光の予測

①季節別予測

予測範囲において、メッシュ毎に反射光が当たる時間数を計算し、反射光による影響予測

図を作成する。 

・代表日の影響時間数（春分、夏至、秋分、冬至）

・代表日前後の最大日影響時間数（春分、夏至、秋分、冬至それぞれの前後 10日間）

②地点別予測

・代表地点を設定し、年間の反射光による予測状況を計算する。

なお、シミュレーションは鏡面反射と仮定して実施したものであり、実際の見え方とは異

なることに留意が必要である。 

(6) まとめ

予測結果と現地確認結果により、調査結果のまとめを行う。

1 立地場所の緯度経度、パネルの方位角、傾斜角から、夏至、冬至、春・秋分について、反射光の反射角と方位

を計算し、パネルと保全対象の位置関係から、反射光が住宅等に届くおおむねの時間を推定する。太陽光パネ

ルに対し太陽光の入射角と反射角は同じ角度になり、反射光は直進する性質を踏まえて、反射光の方位角、及

び反射角を計算する。（「太陽光発電の環境配慮ガイドライン」（令和 2 年 3 月、環境省）P.23～24 より抜粋）。
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(2) 地形データ及びアレイ群データの入力 

①地形データの修正 

予測範囲の地形は、基盤地図情報（国土地理院）より、以下のデータを入手し、予測シス

テムに取り込むため、50ｍメッシュ単位に変換した。 

・基盤地図情報 5ｍメッシュ（航空レーザー測量）2025/8/4 更新データ 

上記データは公表されている最新データであったが、本事業による造成は反映されていな

かったため、貸与図面から、造成後の標高を読み取り、修正して使用した。 

 

②アレイ群データの入力 

アレイ群の位置を予測システムに入力した。 

入力にあたっては、設計図面に基づき、下記の条件で、アレイ群毎に傾斜方位と傾斜角を設

定した。（図 2）。 

○アレイ群の向きの設定 

・平坦地では、南向き（方位角 180 度）・斜度 15度で設置 

・南向き斜面では、平坦地と同じ南向き（方位角 180 度）・斜度 15 度で設置 

・東向き斜面では、以下の条件で設置 

a.南北方向：地盤に対して 15度で設置 

b.東西方向：地盤の傾斜方向とアレイの長辺方向が平行になるように設置 

水平面に対するアレイ群の向きは、a,b の角度を合成することにより求めた。 

例：東向き 26.32％（14.8 度）の造成地の場合 

「南北方向に 15 度の傾斜」と「東西方向に 14.8 度の傾斜」の合成 

→アレイ群の方位角 136 度、斜度 20.9 度となる（方位角は北を 0度とし東回り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 アレイ群の向きの説明図 
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(4) 現地確認 

2025 年 11 月 27 日に現地確認を行った。 

①対象事業実施区域内 

○パネル設置状況 

・平坦地のパネルは、ほぼ南向き、斜度 15度で設置されていることを確認した。 

・南向き傾斜地でも、ほぼ南向き、斜度 15度で設置されていることを確認した。 

・東向き傾斜地では、造成斜面の傾斜の向きとアレイの長辺の向きがおおむね平行になる

ように設置されていた。 

以上のことから、(2)② 「アレイ群データの入力」に記載したアレイ群の入力方法で問題

がないことを確認した。 

 

○市街地方向の見え方 

・平坦地から市街地方向は見えない。 

・傾斜地の上部からは市街地が見えることから、市街地側から見えるアレイ群は、傾斜地

に設置されたものであると考えられた。 

 

○パネルの反射程度 

・パネル（JA ソーラー製 JAM72D42-625/LB）は反射率低減パネルであり、モジュールの反

射率は 7～8％である（参考：一般的な鏡の反射率は 90％程度）。ガラスコーティングに

より反射を抑制する防眩仕様（ガラス表面を不規則な凸凹とすることで光を拡散させる

構造）である3（メーカー資料による）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 アレイ群の設置状況 

 

  

 
3 シミュレーションでは防眩構造を反映できないため、鏡面反射という条件で行っている。 
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写真 2 志田公民館付近からの見え方 

 

 

 

 

 

  

撮影カメラ SONYα65 

撮影日時：2025 年 11 月 27 日 13:00 

写真上 焦点距離：18mm 画角：水平 66.3°垂直 46.9°（35mm フィルムカメラ換算で 27mm） 

写真下 焦点距離：75mm 画角：水平 17.8°垂直 11.9°（上写真に対し約 4.2 倍拡大） 
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写真 3 吾妻中学校付近からの見え方 

撮影カメラ SONYα65 

撮影日時：2025 年 11 月 27 日 14:07 

写真上 焦点距離：18mm 画角：水平 66.3°垂直 46.9°（35mm フィルムカメラ換算で 27mm） 

写真下 焦点距離：85mm 画角：水平 15.7°垂直 10.5°（上写真に対し約 4.7 倍拡大） 
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写真 4 展望ベンチからの見え方 

  

撮影カメラ SONYα65 

撮影日時：2025 年 11 月 27 日 12:43 

写真上 焦点距離：18mm 画角：水平 66.3°垂直 46.9°（35mm フィルムカメラ換算で 27mm） 

写真下 焦点距離：85mm 画角：水平 15.7°垂直 10.5°（上写真に対し約 4.7 倍拡大） 
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写真 5 ここら吾妻からの見え方 

 

  撮影カメラ SONYα65 

撮影日時：2025 年 11 月 27 日 13:09 

写真上 焦点距離：18mm 画角：水平 66.3°垂直 46.9°（35mm フィルムカメラ換算で 27mm） 

写真下 焦点距離：75mm 画角：水平 17.8°垂直 11.9°（上写真に対し約 4.2 倍拡大） 
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写真 6 工業団地付近からの見え方 

 

  
撮影カメラ SONYα65 

撮影日時：2025 年 11 月 27 日 13:54 

写真上 焦点距離：18mm 画角：水平 66.3°垂直 46.9°（35mm フィルムカメラ換算で 27mm） 

写真下 焦点距離：90mm 画角：水平 14.9°垂直 9.9° （上写真に対し約 5.0 倍拡大） 
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写真7 国道115号沿いからの見え方 

 

  撮影カメラ SONYα65 

撮影日時：2025 年 11 月 27 日 14:30 

焦点距離：40mm 画角：水平 32.7°垂直 22.1°（35mm フィルムカメラ換算で 60mm） 
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(5) 反射光の予測 

①季節別予測 

代表日（春分、夏至、秋分、冬至）について、メッシュ毎に反射光が当たる時間数を計算し、

反射光による影響予測図を作成した （図 6-1(1)～6-4(1)）。また、各代表日（春分、夏至、秋分、

冬至）の前後 10 日間（21 日間）における最大日の時間数の予測図を作成した（図 6-1(2)～6-

4(2)）。本予測では、建物や樹木等の地物による遮蔽は考慮していない。 

予測結果によれば、春分及び秋分では東～東北東方向に、夏至では東南東方向に反射光が届

くと予測された（地上高 1.5ｍ）。継続時間は 1～2 分/日程度であるが、春分及び秋には 3 分/

日の地点が、夏至には 3～4 分/日の地点がある。一方、冬至には反射光が届かないと予測され

た。 

代表日（春分、夏至、秋分、冬至）の前後 10 日間（21 日間）の予測では、21 日間の太陽の

向きの変化を反映して、反射光が届く範囲は代表日よりも広くなっている。継続時間はおおむ

ね 1～2 分/日であるが、春分及び秋分には 3 分/日の地点が、夏至には 3～5 分/日の地点があ

る。また、冬至前後 10日間において、1分/日の地点がわずかに存在する。 
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表2 地点別予測結果 

 

注：表中の番号は、図 8-1 及び図 8-2 に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8-1 地点別予測結果(1) 

  

No. 地点名称 所在地 反射光の影響を受ける期間
最大影響時間

（分/日）

① 志田公民館 福島市 在庭坂西後志田 （なし） 0

② 吾妻中学校前 福島市 町庭坂原田
2月下旬～3月下旬
9月下旬～10月下旬

2

③ 展望ベンチ 福島市 町庭坂後生老
2月中旬～3月中旬
10月上旬

1

④ ここら吾妻 福島市 在庭坂薬師田
3月中旬～4月中旬
8月下旬～9月下旬

2

⑤ 福島市役所吾妻支所 福島市 笹木野折杉
4月上旬
8月下旬～9月上旬

1

⑥ 信夫山 福島市 御山早坂山
3月下旬
9月中旬～9月下旬

2

⑦ 土船地区 福島市 土船下鎌 5月中旬～7月下旬 5

⑧ 工業団地 福島市 土船鳥田 5月上旬～8月上旬 3

⑨ 佐倉下地区（島集会所付近） 福島市 佐倉下 5月上旬～8月下旬 3

⑩ 成川地区 福島市 成川宮内 5月上旬～8月中旬 2

⑪ 大森地区（小島田館跡付近） 福島市 大森古舘 5月上旬～8月上旬 2

⑫ 国道115号沿い 福島市 大森柳下 5月上旬～7月下旬 2
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図8-2 地点別予測結果(2) 
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(6) まとめ 

シミュレーション結果によると、春季及び秋季には東～東北東方向に、夏季には東南東方向

と、季節ごとに反射光が市街地の地上に届く向きが変わり、反射光が届く 1 日当たりの時間数

は 1～5分/日程度と予測された。一方、冬季にはほとんど反射光が届かないと予測された。 

また、周辺地域からの市街地に届く原因となるアレイ群は、主に東向き傾斜地に設置された

もの（図 3の傾斜地①～③）であることが確認された。 

 

以 上 
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【参考】手計算（エクセル）による検算 

シミュレーションソフトによる予測結果を確認するため、手計算（エクセル）で反射光の方

向（方位、仰角）を計算した。 

ここでは、表 1 及び図 3 に示した斜面の向き（アレイ群の向き）のうち、面積が大きい平坦

地、南向き傾斜地、傾斜地①、傾斜地②、傾斜地③を対象として、15 分毎に計算した結果を示

す。 

参考表 1-1～1-4 に黄色で示した部分が、反射光が水平よりも下向きに反射する時間帯であ

り、表に示した方位に反射光が向かうと計算された。なお、仰角がおおむね-15 度未満（下向き

の角度がおおむね 15 度以上）となる時間帯については、途中の山の斜面に反射光が落ちるため

住居等に影響がないとして黄色着色していない。また、本計算では日没時刻前に太陽が西側の

山で隠れる場合を考慮していない。 

参考図 1-1～1-4 には、参考表 1-1～1-4 で黄色着色した向き（反射光が水平よりも下向きに

反射する時間帯）とシミュレーションソフトで計算した代表日における反射光影響範囲図（図

6-1(1)～図 6-4(1)）を重ね合わせたものである。これによれば、おおむねエクセルで計算した

結果とシミュレーションで計算した結果は一致している。ただし、エクセルでは細かな地形を

考慮していないため、特に日没近くの時間帯が広めの範囲に影響するとの計算結果となってい

る。 
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